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第4次 越冬隊の想い出

一福島君遭難の頃一

村 越 望

"錯覚だ"と 気付いた途端に石につ まず き強風で転が

されていた.起 き上れない ままに.そ れまでの恐 ら く数

秒 間の ことを思い返 していた.40mの 強 風 と,lmさ き

も見え ない視界の中で,し ば しば立往生 し転ば されなが

ら,基 地の建物の一隅か ら伸 ば した ライフ ロープ代用 の

電線 ケーブルを唯一の頼 りとして.建 物 に戻ろ うと必 死

にな っている時 であった.ふ と前方に基地 から2㎞ 離れ

てい る見える筈 のない岩 島の黒 い影 を一瞬 認めた,"岩

島だ"そ の方向に進 もうと散歩あるいた途端 に,見 つめ

ていた岩 島は足元の石 と変 っていた.石 に しがみつ きな

が ら,石 の黒い影 を岩 島 と思 わせ た,こ の尋常で ないブ

リザー ドについて考 えていた.

その 日は朝か ら相 当な風が 吹いていたが,そ れで も9

時 半頃ではまだ視 界 も100mぐ らいあ り,海 氷上 に係 留

されていたベルギー隊の2台 の飛行機 の見廻 りに行 ける

ほ どの余 裕があ った.飛 行機 は強 風にあおられては いた

が,ま だばたばたす るほ どではなかった.そ れが数時間

後 の昼頃 には猛烈 なブ リザー ドに変って いた,

第4次 越 冬隊は従来 の基地観測 のほか に、地学調査 に

重 点がおか れていた.そ の最大 の 目標は,所 謂 ノル ウェ

ー隊が見た とい う1937年 山脈(現 や ま と山脈)ま での春 の・

大旅行で あ り,冬 明け とともに本格的 な準備 が始 ま り,

9月 中に基地 の南東約200㎞ の地点 に物資2.2tが デ ポ

され た.10月7日 にはす べての準備が完了 し,天 候の安

定 を狙 って出発を待つ のみ となっていた.隊 長は じめ約

半数 の隊 員が長期 の旅行 に出かけ,基 地には留守隊が残
へ

っていることなどを近隣 の外国基地に も知 らせていた.

前 々か ら一度来 ることになっていた西隣 りのベルギ ー

隊 の6人 が,前 ぶれ もな く7日 に2台 の飛行機で昭和基

地 に飛来 した.日 本隊がや ま と山脈方面 に初踏査を詠う

みているのを知 り,先 まわ りして空か ら偵察 してや って

来 た ものだった.行 手 の山脈 の飛行偵察 の結果を教 えて

やろ うとす る親切心 は有難 いが,飛 び道具を使い先 まわ

りして新 山脈 を発見 し,の ちに女王の名前をつけた とい

うのは,ま さに国益優先の飛来だ った としか思えない,

基地 にはベ ッドどころか床に寝 るほ どの余裕 もないた

め,ベ ル ギー隊はテ ン トを海氷上に張 り宿泊 し,食 事は

日本隊が提供す るこ とにな った.予 定では1泊 後,内 陸

偵察 の結果 を 日本隊に説明 し,午 後にベルギー基地に帰

る予定であ った.し か し10月8日 か ら天候が くずれ,ま

た,ブ リザ ー ドに よるオ ッター機 の故障修理な どもあっ

て,25日 にや っと*"'一ドワンに向け離陸 した.

8日 か ら始 まった ブ リザー ドは次第に烈 しくな り,9

日夜にはベルギーの老パイ ロ ットは海氷上のテン トに戻

るのが辛 く,ど こで も良いか ら建物 内で寝 たい と申 しで

たために発電棟で仮眠す ることにな った.10日 の昼頃か

ら風速 も30mを 超え,と くに雪が多 く視 界は極 めて悪 く

な った.雪 と風 で30c皿離れた温度計の 目盛 りが読 めない

ほ どのす さま じさだ った.

食堂が狭 く食事は2度 に分け られ,ベ ルギー隊 の昼食

は1時 間遅れの13時30分 からであ った.写 真技師 レオ ン
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と地質学 者 ウィ リアムは昼 食を とるため に一緒 にテン ト

を出たが,視 界が悪 くてバラバラには ぐれて しまった.

や っと基 地に辿 りついたレオンは ウィ リアムが来 てない

のを知 った,隊 長 デ ロームは基地付近 の地理不案 内のた

めに,ウ ィ リアム捜索 の協 力を鳥居隊長 に申し出,こ れ

に協 力する ことになった.2人3組 のパ ーテ ィが 互いに

ロープで結 びあって30分 の予定 で嵐 の中を飛 び出した.

ち ょうどその頃,昼 の残 飯を犬に与え,旅 行用 の檎の

点検に出ていた吉田隊員 と福島隊員は嵐 の中で悪戦苦闘

していた.30mの 強風の中で人は まともには歩けない.

よろけた り転が された りす る.風 上に向 う時 は風 にたい

して必死の抵抗をす るので,た ち まち息が切れて うず く

まざるを得な くな る.時 間 と距離の感覚は まった くあや

し くな って しま う.

福島隊員は よろけて うず くまったのか もしれない.は

じめ風上に向 って進んだ ことか ら,帰 りは風 下に向えば

良 いと判断 し意外 と風 に流 されたに違いない.

緊急捜索が続け られた,建 物の一端に ロープを結んで

次 々に ロープをつないではその先端で横に移動 し扇 形状

の捜索が なされた.ま た,雪 上車を出動 させたが.た ち

まちエ ンジンルー ム内が雪で一杯にな リエ ンス トし,ラ

イ トをつけ っぱな しに してその場 に放置 した.迷 ってい

る者か ら見 られ ることを期待 し建物の外に電 灯が ともさ

れた.11日 の午後 よ りさしもの猛威をふ るったブ リザー

ドもよ うや く弱 くなってきた.西 オ ングル島 まで捜索の

範囲を広げ るため に雪上車が徹夜で運転 された.

か くして1週 間,緊 急捜索 に続 く全力捜索 も空 し く.

17日 には死 亡認定のやむな きに至 り,18,19日 の海氷上

の ゾンデ捜索以後はパ トロール捜索に切 り替え られた.

無期延期 となって いた旅行 も11月1日 か ら45日 間 と日程

を短縮 して 出発 した.パ トロールは越冬交代 まで続け ら

れ たが,福 島隊員は どこにい ったのか杏 として判 らず,

何 とも心の暗れない 日々が続いた.

それか ら7年4か 月.明 日は基地 とお別れ とい う日の

午後,久 しぶ りの暇を もらって仲間4人 とのんび り画才

ングル島に散歩に 出かけた.西 方 ソグルの西岸で渡れな

いオ ングル ヵルベ ン島を望みなが ら一休み してい る時,

突然,矢 内隊 員の'`人 がい ます"の 声に咄嵯に"福 島君

だ"と ひ らめ き馳け よった.帰 途は皆黙々 と し て 歩い

た,気 にな っていた永い歳月の幕切れはあ っけなか った

が,淋 しさは何時 まで も心に残 った.

(筆者:国 立極地研究所事業部観測 協力室 長)

南極観測隊便り

一算18次 越冬隊の近況一

昭和基地 は5月30日 か ら7月10日 にかけて,ま った く

太陽の出ない毎 日.昼 間で も夕暮れ時の明 るさに しかな

らない.そ の中で も一番 暗い6月21日(冬 至)は ミッド

ウィンターデ ィと称 して,南 極各国基地共通の祭 日であ

る,各 国基地は祝電を と りかわ し,前 後数 日にわ たって

盛大に祝 う.第18次 隊で も演芸大会 などを催 し,越 冬後

半への英気を大 いに養な った.毎 年の ことなが ら,南 極

観測隊 員に とっては盆 と正月が一緒に来た よ うな 日なの

であ る.

暗夜で の観測の メイ ンはなん とい って もオ ーロラ観測

であ る.昨 年第17次 隊では ロケ ッ ト.地 上施設.人 工衛

星(ISIS)に よる3点 立体同時観測が行われ たが,

第18次 隊 ではそれ に昭和基地 の地磁気 の共役点 にあた る

北極域 アイス ラン ドの レイキ ャビックでの地上観測.ヨ

ーロ ッパ 共同体科学衛星(GEOS)を 加 えた5点 同時

立体観測 が企 てられ た.こ の実験 を行 うため,当 研究所

の依 頼に よりGEOSは7月5日 レイキ ャビ ックか ら磁

気 圏尾 部を経 て昭 和基地 に達 する磁 力線上 を飛 ぶ軌道 に

修 正 された.

7月12日 午後7時15分GEOSが 昭和基地 とアイスラ

ン ドを結 ぶ磁 力線 に近づ き,ISIS2が 基地上空1400

㎞ を通 り抜け るチ ャンスが到来,極 光中の電磁波 の測定

を主 な 目的 とす るS-210JA29号 機が 打 ち 上 げ ら れ

た.ロ ケ ッ トは高度117.9㎞ に達 し観測計器 も正常に作

動 し初の5点 立体観測 に成功 した.引 き続 き7月26日 午

後6時35分30秒 波動一粒 子の相互作用 及び電離層電流系

を調査 目的 として,S-310JA3号 機 を打 ち上げ.高

度222㎞ に達 し,こ れ も5点 立体観測 に成功 した,電 報

では打 ち上げの模様 を 『気温 一17℃ の中 ロケ ッ トは ごう

音 とオレンジ色 の閃 光を発して上昇,南 十字星 の輝 く夜

空 に消えた』 と報 告 してきた.こ の実 験の結 果は帰 国後

解 析 されるが,オ ー ロラの秘密解 明の前進が 期 待 され

る.

太陽 と再会 し明る さが増 すにつれ て野外活動 の準備 も

急 ピッチで進め られている。第3回 みずほ観測拠 点まで

の旅行は8月12日 か ら9月18日 置か けて寺井,金 子,福

沢,富 田,小 賀,坂 本 の各 隊 員 ら でKD60型 雪 上車2

台,SM50型 雪 上車1台 で,燃 料 ドラム48本,食 料など

の補給,滞 在 要員の交代(藤 島,石 田 に 変 り金 子,小

賀)と 無人観測点Alの 点 検を 目的 に行われ る予定 であ

る.ま た,地 理部門の海底地 形を 目的 と し た 海氷上か

らの測深 もようや く活 発になろ うとしているが,今 年は

リユッ ォ ・ホルム湾辺 の結 氷が例年 にな く遅 く,今 の と

ころオングル島の周辺 で行 うに とどまって いる.と もあ

れ 南極は これか ら冬か ら春 へ と向か う処,野 外調 査を行

う隊員に とっては まさに 「稼 ぎ時到来 」で ある.
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一第19次 観測隊員決まる一
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今秋11月25日 出発す る第19次 南極地域 観 測 隊 員36名

(越冬隊27名.夏 隊9名)が.6月22目 の南極地域観測統

合推進本部総 会で決定,同 日発表 された,な お,残 る2

名 にっいては8月 中に も決定 される ことになってい る.

第19次 南極地域観測隊隊員名簿 ・

○越冬隊

部 門

気 象

電 離 層

地球物理

通 信

設営一般

〃

氏 名

安 田 昌 弘

佐 藤 龍 司

松 本 崇 司

金 戸 進

五十嵐 喜 良

小 池 捷 春

西 野 正 徳

金 光 将 介

鈴 木 喜一郎

中 山 卓

山 岸 久 雄

渡 邊 修

石 沢 賢 二

黒葛原 栄 彦

大 山 皆 邦

箕 岡 三 穂

竹 内 貞 男

鈴 木 三 良

牛 木 啓 造

海老沢 正 直

秋 山 道 夫

奥 田 顧 志

斉 藤 房 夫

小 池 勝 男

南 亮

三 橋 博 巳

大久保 達 夫

生 年 月 日
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学

"

〃

〃

高

〃

〃

〃

〃

超

〃

〃

〃

主

医

機

〃

〃

〃

〃

〃

理

療

調

医

所 属

気象庁鹿児島地方気象台(運 輸技官)

〃 高層気象台(〃)

〃 札幌管区気象台(〃)

〃 稚内地方気象台(〃)

電波研究所 電波部(郵 政技官)

気象庁地磁気観測所(運 輸技官)

名古屋大学空電研究所(文 部教官助手)

信所)

国立極地研究所研究係(文 部教官助教授)

浜田医科大学医学部(文 部教官助教授)

国立極地研究所事業部(文 部技官〉

海上保安庁高知海上保安部(海 上保安官)

国立極地研究所事業部(文 部技官)
(日本電信電話公社 渋谷統制無線中継所)
国立極地研究所事業部(文 部技官)
(国際食品開発(株)日 本橋営業所)京都

大学医学部(文 部教官助手)

国立極地研究所事業部 〔文部技官)
(日本大学理工学部)
福井大学事務局(文 部事務官)

備 考

第8次 越冬

1974.11～1975.1オ
ース トラ リア隊(交 換

科学 者)第17次 夏

第10次.第14次 越 冬

○夏 隊

部 門 氏 名 生 年 月 日 所 属 備 考
(年 令)

昭和 年 月 日
海洋物理 信 国 正 勝 22.4.23 海上保安庁水路部(海 上保安官)

(3D才)
海洋化学 小 田 勝 之 18.5.23 〃(〃) 第18次 夏

(34才)
海洋生物 神 田 啓 史 21.10.6 国立極地研究所資料系(文 部教官助手)

(30才)
測 地 国 見 利 夫 21.12.17 国土地理民衆北地方測量部(建 設技官)

(30才)
地 学 仲 井 豊 8.6.9 愛知教育大学教育学部(文 部教官教授) 8次 越冬

(44才) 1974,12～1975,2
〃 神 沼 克 伊 12,6.1 国立極地研究所研究系(文 部教官助教授) ドライバ レー派遣隊員

(40才) 1975.10～1976,1
〃 加 納 隆 21.7.23 山口大学文理学部(文 部教官講師) 1976,10～1976,12

(31才) マ クマー ドサ ウソ
〃 吉 倉 紳 一 25.1.7 高知大学文理学部(文 部教官助手) ド派遣隊員

(27才)
設営一般 鈴 木 由喜男 19.5.14 国立極地研究所事業部(文 部事務官)

(33才)
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一第19次 観測隊員の訓練状況一

策19次 南極地 域観測隊夏期総合訓練が,7月4日 か ら

8日 まで国立磐 梯青年の家で行われた.平 沢隊 長以 ド全

員が参加 し,野 鳥の鳴 きか う中を午前中は南極観測 の 目

的 と意義,こ れまでの観測経 過,観 測 の現況 と体制,昭

和基地の現況及び生活難の講 義,午 後 は体技 を中心 に,

消 火訓練,ラ ッシン グ訓練等で汗を流した.夜 は各部閂

ごとの部会に分 かれて,オ ペ レーシ ョンズ ・リサーチを

行い,ま た,最 終 日に}よ活発でかつ総 合的な討1論が行わ

れ,極 めて有意義な訓練であ った.

このほか.超 高1曽部閂では ロケッ ト打 ち上げのオペ レ

ーシ ョン訓練,地 磁気部門では国上地 理院鹿 野山測地観

測所で,電 離層 と海洋部門では 「ふ じ」に乗 り込んで船

上観測の実務 訓練を,一 方,通 信部門では送受信機の取

り扱い,機 械部門では車ll輌その他 の機械の取 り扱い,ま

た,調 理はパ ン焼 き研修に,他 の部門の隊員たち もそれ

ぞれの部門での観測,設 営に と出発す るまでの間多 くの

訓練を行 うことにな ってい る,
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消 火 訓 練 に 励 む 隊 員

一みずほ観測拠点での越冬一

昭和51年1月10日9時,見 返 り台の大 陸氷上 に,積 み

込 まれ た ドラム缶で身動 きの とれないヘ リコプターの機

内か ら降 り立 った.こ こには夏の期間,車 輌 ・燃 料 ・食

料 ・装備 品が備 え られ,内 陸調査旅行 の一時的 な拠点に

なっている,昭 和基地 のある東オ ングル島の東 南東,オ

ングル海峡 をは さんで約20㎞,大 陸氷上の高度55⑪mの

地 点にある.ゆ っ くりと廻 りの景色を眺 めている時 間 も

な く,ヘ リコプターか ら荷物 をおろ し,櫨 に積み っける

のである.手 伝 って くれる2名 の第16次 隊員は,200㎏

もある軽 油の入 った ドラム缶を1人 で雪 の上を転が して

は櫨 に載せ る.4名 の第17次 隊員は全 員で ドラム缶 に挑

む が,ど うもうま く転が らない,全 身 の力を出してはい

るのだが無駄 が多 い ようだ.加 えて「ふ じ」の船上 でのん

び りと暮 して きた体 には運動不 足で,息 切 れが激 し く作

業を長 く続け られ ない.越 冬 をまもな く終 える2名 の第

16次 隊 員の逞 しさに圧倒 され なが ら激 しい労 働 を 続 け

て,夕 刻 の22時 には3台 の車輌の整備 と,6台 の櫨に12

tの 燃料 と器材'を積み終 った.11日10時,KC-20型 雪

上車1台,KD-60型 雪上車2台 で 見返O)台 を出発,ゆ

るやか に起伏 する大陸氷上 を道 しるべ の旗竿 や空 の ドラ

ム缶 を捜 しては,時 速約4㎞ で走 るのであ る,み ずほ観

測拠点 まで約260㎞ の道 の り,⑪.5～1km毎 に道 しるべが

置かれ ている.見 わたす 限 りの雪原 に,ポ ツン と点 とな

って見 える空 の ドラム缶.風 が強 くなって地ふぶ きが高

くなる と見つ けるの もたいへんだ.な かなか 見つからぬ

ときには不安 になって くる.見 返 り台 を出発してIOK_,

雪上 車に故障が でた.エ ンジンの油圧 バイブの損 傷であ

る.機 械 担当隊 員が駆 けつけて応急 修理が な された.こ

れ からみずほ基地 まで長 い道 の りなので,念 のために昭

和基地 に油圧 パイプの補給 を依頼す る.翌 日さっそ くセ

スナ機 で届けられ る ことになった.し か し.・時は輸送す

べ き燃 料の一部を残 置す るか否か の決断に迫 られたので

ある.ま た,こ の出来 事を通 じて,持 ちあわせの材料で

臨機応 変に対 処する ことを痛 切に教 えられ た.雪 上車の

修理 にそのU－ 日をかけ.再 び出発.軟 雪 で思 うように

行 程がはか どらないが,見 返 り台を出て7[1日 に,第16

次隊のや まと旅 行隊の待 つみずほ観 測拠点 に」≡rl着した.

みずほ基地 と云 って も りっぱな建物 が見えるわけではな

い.目 につ くのは雪原 上の ドラム缶 と観測川 の塔 と旗 竿

ぐらいであ る.地 ふぶ きが舞い,寒 さに慣 れぬ体にば殺

風景な印象 しかない.雪 面下に埋 った建物 の中に,梯 子

を伝 って入 ると一30℃ に冷えた空 気が よどみ,動 き廻る

と寒気が膚を刺 す ように痛 い.第17次 隊でft4月 か らみ

ずほ基地を再開 し越冬す る予定なので,.・ 応施設の状 況

を見て廻 る.み ずほ越 冬予定 者は,基 地の再開は もちろ

ん,困 難な越 冬生活を予想 してか,顔 を見合わせては苦

笑す るのみであ った.な かで も4月 か ら第18次 隊の来る

1月 までみずほ基地に滞 在す ると言 っていた馬鹿者1名

が さっそ く反省 して しまった.で きることな ら昭和基地

山
ぐ
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に居 たい と?,こ うして南極を始め て経験す る4人 のみ

ずほ越 冬の第一歩が は じまった,

みずほ観測拠点 のあゆみ

みず ほ観測拠点 は東南極大陸の 内陸部 の調査旅行の拠

点,及 び気象や雪 氷,超 高層 な どの定点観測を実施す る

目的で建 設 され た.こ の基地 が開設 されたのは6年 前の

真冬,昭 和45年7月 であ る.第11次 隊 の11名 の隊 員が寒

さ と暗夜 に悩 ま されなが ら現 在のみず ほ基地の場所を決

定 し,20㎡ の広 さの コルゲー ト建物(現 在の避難小屋)

が建設 された.当 時 の隊 員にとって不安 と恐 怖 の な か

で,人 間生活の限界 ぎ りぎ りでの建設作業であ った よう

だ.同 時に雪氷 ・気象学的及 び超高層の予察的な観 測 も

なされてい る.第12次 隊では12KVA発 動発電機が設置

され,20㎡ の居住棟 が建設 されて長期滞在が可能な内陸

基地 とな った.第13次 隊では これ らの施設を利用 して.

4人 での通年越冬が実施 された.積 雪 層へのボー リング

掘 削に よって.,書 面下150m深 までの コアーの採 集,本

格 的な気 象 ・雪 氷学的観測 がな された.ま た,同 時 に施

設 の建 設方法 や生 活 自体 が内陸基地運営 のため の実験段

階 で もあった.第14次 ・15次隊 ではみずほ基地 を拠点 と

して,や まと山脈,サ ン ダー コック,さ らにみ ずほ高原

の内陸 部へ と本格 的な内陸 調査旅行 が実施 され た.第15

次隊で は23㎡ の観 測棟 が増 設 され,長 期間滞在 して越冬

観測 を行 うための観測空間 としての施設が整備 され た.

第17次 隊では,国 際磁気圏観測計画(IMS)の 期間中

常時滞在 して越冬観測を行 い,第20次 隊以後 もみずほ基

地の施設を使用す ることを想定 して,い ままでの施設を

利用 しなが ら居住性 ・安全性 にカをそそいだ整備 がな さ

れた.

み ず ほ 観 測 拠 点 の あ ゆ み

位置:南 緯70度42分06秒,東 経44度18分09秒 海抜高度:2.2鉛m

1隊 次睡 期間・醐
施 設 ・観 測 備 司

11次 隊 1970年7月 11名 コルゲー トパイプハウス. みずほ観測拠
雪氷 ・気象 ・地磁 気観 固 点開設

12次 隊 1971年10月 ～ 4名 居住 棟 ・12KVA発 電 機・
1972年1月 ポー リング場 ・雪 氷実.寅室

・雪 氷 観 測
.オ{一 リン

グm)
13次 隊 1972年5月 ～ 4～5名 風 ・倉庫 ・通路 通年越冬

1973年1月 ・雪氷 観測
,ボ ー リン

グ148m)
14次 隊 1973年8月 ～ 5名 気象 ・雪氷 ・地磁 気観測

10月
15次 隊 1974年4月 ～ 3名 気象 ・雪氷観 測,観 測棟

9月
1974年11月 ～ 3～6名 新ボー リング場 ・12KVA

1975年1月 発電 機 ・通 路

気象 ・雪氷観 測,ボ ー リン
グ(146m)

17次 隊 1976年4月 ～ 4名 16KVA発 電機 ・風 呂 ・観 通年越冬
1977年1月 測室 ・雪氷実験室

気象 ・雪氷観測,紹 富田網
測

18次 隊 1977年1月 ～ 4名 気象 ・雪 氷観測,超 高層観
測

施設 の現状

コルゲー ト建物,居 住棟は建設時雪面上 に設置 され た

が,現 在ではす っか り雪 面下 に埋没 してしまい,屋 根 と

周囲 の雪面 とが同一 レベル にな ってい る.こ れ らの建 造

物を中心に して巨大なt吹 き溜 り"が 形成 されてお り,

小高い雪 の丘の雪面下にみずほ基 地の施設が存在してい

る.み ずほ基地の位 置す るよ うな カタバテ ィク風 が常に

吹 き,地 ふぶ きに よる吹 き溜 りが形成 されやすい地域 で

は,基 地 の施設を雪 面下に埋 設する設営 方式 は有効 であ

ろ う.吹 き溜 りを防止 す る方法 として,昭 和基地 の建物

に も採用 されてい る高床式があるが,内 陸 部のみず ほ基

地 の位置する ような地域 で充分 に吹き溜 りを防止す るこ

とは期待 で きない.建 物 の後方 に一 担積雪が あると,こ

れ と建物 を中心 に して広 範囲 にわ たって吹 き溜 りが形成

され る.さ らに付近 の雪 面地形 を人 為的 に変化 させ るこ

とにな り,観 測 や作業性 の面か ら極 力避け たいものであ

る.建 造物 を雪 面下 に設置す ることは労力 を必要 とし,

また,火 災時 の避難 口,生 活 している期間の換気な ど安

全性 を保つ こ とが常 に考慮 されて いなければ ならない.

一方 ,雪 面下 にあるため に年間を通 して温度が一定 して

いること.一建物 の連絡通路 として雪穴を掘 り,地 ふぶ き

や風 にさらされ ることな く往 き来がで き作業 もで きる.

第17次 隊では,ま ず既設の施設 も含めて大 き く2つ の施

設利用空間を考え,居 住性 ・安全性を考慮 しながら整備

された.観 測 ・居 住区 として,居 住棟,観 測棟,発 電機

室を中心 とした 日々の観測作 業,日 常生 活のす ぺてが行

え るようにな っている.こ の空 間には暖房 さ れ た 居 住

棟,観 測棟,観 測室,み ずほ基地 の心臓 とも云 うべ き12

KVA発 電 機室,予 備 機の16KVA発 電機室,こ れ らの

近 くには造 水槽,風 呂場が配置 されて いる.さ らに毎 日

使用す る飲料水,調 理用水や発電機 のエンジンの冷却水

に使用 され る雪の塊 りが,将 来 のみずほ基地の施設の配

置 を考慮 しなが ら,雪 穴を掘 って採雪 され てい る.こ れ

らの施設はほ とん ど同一床面 レベルに設け られてお り,

いままで のよ うに通路 を昇 った り降 りた りす るしん どさ

は な くなって いる.屋 根 と周囲 の雪面 と同一 レベルにあ

る屋外への 出入 口は階段式にな り,以 前の よ うに梯子を

昇 り降 りす る必要は な くな った.物 品の搬 出入に も比較

的労力が軽減 された.非 常 口は種 々の事故を想定 して,随

所に設け られてい る.居 住棟,観 測棟 の暖房 は発電 機の

エ ンジンが作動 してい る時には,エ ンジ ンの冷却用不凍

液を循 環 させ る温水暖房方式に改善 され,灯 油ス トーブ

に よる暖房でのガス中毒の心 配は まった くな くなった.

第17次 隊で建設 した4㎡ の観測室は,風 力発電 に よる電

力を利用 した ヒー ター と観測 棟か らダ ク トで暖気 を吸入

して暖 房を行 ってい る.居 住棟には調理場があ り食事や

だん らんの場 として使用 し,2段 ベ ッドを置いてある.観

測棟 には2段 ベ ッドと通 信関係の機 器,雪 氷観 測,気 象

観測 関係 の機器を置いて,3人 の机 を準備 してある.観測

室には夜間悟観 測作業が行え るように機器を設置 して,

5
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オー ロラ観 測な どの夜間に観測作 業が行 える ように配置

した.昭 和基地の ように,他 人 とま った く隔離 された私

室 はないが,各 自の趣 味趣 好で使用 できる空間 としてベ

ッ ドと机 があ り,整 理整頓 のゆ きとどいた人,乱 雑 で汚

な らしい人 と各人各様 の様 子が うかがわれ る.一 方,第

13次 隊 まで主 として利用 された空間は,日 常的 に使用 さ

れ ない物品の倉庫,便 所な ど,ゴ ミ,汚 物 の処 理区域,

コル ゲー ト建物には非常時の ときに必要 とす る物 品を備

えた避難場所 として使用 されてい る.み ずほ基地の安全

保守 の点では発電機を稼動 させない場 合,稼 動中に故障

が発生 した とき,万 が一 に火災が発生 した場合な ど考 え

られ る事態を想定 して,通 信機や その電源,機 械物品,

食糧,医 療品,装 備品 などの配置が な され てお り,4人

で の分担 も決 められ ている.ま た,非 常 口や換気 口が 吹

き溜 りで埋 ってしまわ ない ように,毎 日の保守点検が さ

れ ている,緊 急 時に備 えては,パ ス型キ ャビンのつ いた

KD-60型 雪上 車が 常置 され てお り,い っ で も使用可能

な状態 に整備 されている.こ のよ うに充分 とは云い切れ

ないが,考 えられる安全対策 は とられている.し か し大

切な ことは,さ らに安全性を高めるために 日常生活 で緊

急 事態に備 えての緊急感 と保 守維持に4人 でいかに気 を

配っているか とい うこ とであろ う.屋 外の雪 面上の施設

については,発 電機のエ ンジン用燃料の軽油や暖 房用の

灯油燃料の ドラム缶,当 分使用 されない物 品の置場があ

る.超 高層観測用の塔やア ンテナ,通 信用の アンテ ナも

設置 されてい る,み ずほ基地の建物を中心に して数百 メ

ー トル以内には,こ れ らの施設や物品が置かれ,ま た,

風上側には雪氷や地球化学 などの観測用雪面が確保 され

て,人 為的な汚染を避け るため立入禁止区域にな ってい

る.将 来 さらに観測項 目が増え,そ れ に ともなった施設

や観測用機器の設置場所 には手ぜ まになって きてい る,

各隊 の作業量や労 力な どの都合で処理す るのではな く,

将来計画を も考慮 しなが ら使用区域 などを決めてい く必

要があ ろ う.
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観 測

第17次 隊では国際磁 気圏観測計画の初年度に当 り,み

ずほ観測拠点では昭和基地 との同時2点 観 測を実施す る

のが主 たる 目的の一つであ った.観 測項 目は地磁気三成

分.脈 動,VLF自 然電波 の受信,宇 宙雑音電波の電離

層 による吸収及 びオーロラ観測 が計画 された.4月 下旬

から約1か 月間,み ずほ基地 の再開作業,観 測機器 の設

置 におわれ,本 格的 な観測 が開始 され たのは6月 になっ

てか らである.オ ー ロラの出現 している ときに観測 がな

され るので,夜 の10時 頃か ら,明 け方の6時 ごろまで2

名の隊 員で交代 し な が ら観 測機器の監視,オ ー ロラ写

真撮 影が行われ た.担 当の2名 の隊 員は,み ず ほ基地 を

運営するために必 要な作 業に も従事 しなけれ ばな らず,

睡眠時間が こま切れにな り睡眠不足 にな りが ち で あ っ

た・太陽高度結 くな・て・オ叩 ラの酬 力贈 なく ●

な る10月 初め まで夜間観 測は続け られた.10月 以後はオ

ーロラも見えな くな り夜間の観測はな くな った.雪 氷 ・

気象観測は,地 上気象観測,氷 震,地 ふぶ きや内陸での

堆雪現象の観測が行われた.お もに屋外での観 測作業が

中心 とな り1人 ではやれぬ ことが多いので,4人 で協力

しなが ら行 った,そ の他設営 に関連 して,地 ふぶ きに よ

る飛雪粒 子で の摩擦帯電 の雑音対策 として,雪 面下 に埋

めた通信用 の雪中 アンテナ,風 力発電に よる 観 測 用 電

源,暖 房用 ヒーターへの電 力供給 が試み られた.ま た,

発電機 のエンジンで発生す る熱 の有効的 な利用方法 が種

々検討 され実験的 な試 み も行 われた.超 高層関係 の精密

な微弱な電 波を捕 えるための機 器が持 ち込まれ て,雑 音

対策の問題 が生 じた.雪 中 に直径60mの 放射状 にカ ウン

みずほ観測拠点の月別気象表

(注:平 均値 は0900LCTの 値を用 いた)

区分
1976年

5月 6月 7月 9月9月 10月 11月 12月
1977年
1月

瀬豊
(mb)

730.1 735.7 727.4 η5.2!η2.4i 726.6 741.9 753.7 748.2

平均気
温(°

C)

一40 ,8 一43 ,0 一43 .3 一43 .9 一40 .3 一36 .4 一26 .4 一14 ,2 一15 .4

最高気
温の極
(℃)

一…1-・ … ト… 一26 .`
一31 .9 一27 .0 一7 .0 一4 .3-6.≡

同起日 28 10 5 24 15 24 30 7 20

最低気
温の極
(℃)

一52 .0 一56 ,C 一52 .3 一56 .5 一52 ,7 一47 .2 一44 .3 一24 ,8 一24 .ε

同起日 8 21 1正 9 23 2 2 14 24

均風

m/s)
12.0 11.e 13.9 10.9 13.6 ll.き 10.1 9.3 10.7

m/s)

|
2°・5i17・E 18.5 18.2 19.C 15.0 15.8 18,。114.(1

同風向 ESE ESE ESE ESE E E E E E

同趣日 4 11 25 10 7 22 28 2 22
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ター ・ポイズを設置 して,基 地内で発生す る人工雑音の

除去 には一応 良好な結果を得 るな ど,実 験的にいろいろ

な試みが行われた.み ずほ基地で精密な機器を設置 して

観測 を実施す る場合,雑 音の対策が問題 とな り,電 源系

統の配置や電源の区別,又 は観測機器を雑音源か ら遠 く

に設置す るな ど根本的 な対策を さらに今後考える必要が

あ ると思われ る,

4人 での生活

長期にわた って滞 在す る場 合,現 在 のみずほ基地 の施

設の規模 と観測作業量か らい って,4人 ぐらいでの基地

運営が妥当であろ う.逆 に云えば4人 ぐらいで滞 在で き

る施設 と観測項 目に当分は とどめてお くべ きであろ う.

昭和基地か らの物資輸送能 力,全 体 の越冬人員数,み ず

ほ基地での滞在人員数に よって左右 される設営 面での維

持,保 守に ともな った作業量や隊員の精神的,肉 体的状

況,ま た緊急時の手段な ども考慮 しなが ら今後 のみずほ

基地の運営を考えてい く必 要があ る.将 来は さらにみず

ほでの研究が増加す るのは必至であ るが,研 究面での一

方的 な要望だけでは内陸での観測活動は不可能であ る.

観 測 と設営面でのバ ランスの とれた配置がな されなけれ

ばな らない,4人 のみずほ基地での生活において,と く

に研究 観測担当の隊員に とっては,基 地の運営に必要な

作業の合い間に観 測に従事す るとい う現況ではあ るが,

発電機 のエ ンジンや基地の施設の維 持,保 守,そ の他の

日常的 な作 業を通 して基地 全体 の状況 を把握する ことが

で きる,観 測 と設営面での分担,分 業化があ ま りは っき

り区別 されて しま うと全体的な状況を認識 し難 く,非 常

時な どに各隊員が対応す る能力が低下す る,各 隊員が余

裕のある限 り,他 の隊員の担当 した分野に も配慮 し助け

合い.全 員が一体化 した状態で生活す ることが隔絶 され

た 自然環境での危険,緊 急事態に対処す るもっとも大 き

な力 とな るであろ う.第17次 隊では,4人 でみずほ基地

に滞在 してい る期間,目 立 った ことが らは起 っていない

が,常 に危険な事態 と表裏一体の状 態にあ り,た だなん

とな く,う ま く一年近 くを過 ごせた とい うのが実感であ

る.

食生活

男だけの4人 の生活で最大の楽 しみは,食 事 とダベ る

ことであ る.食 べなが ら多少のアル コール類 を た し な

み,あ ることない ことをお もしろおか し く誇張 して の談

笑は精神衛生 にも良 い.昭 和基地 のよ うに調理の専門家

は いないので,4人 で交代 しなが ら食事作 りをす る.4

日に一度当番がや って くる.前 日ともなれば,他 人の調

理法が気 にな り,何 を作 るか と頭 を悩 ます.た また ま以

前 に出され た他人の メニ ューと同 じ食べ物 になった りす

る と非難 を受 ける.他 人 の レパ ー トリー侵害 は禁物で あ

る.肉 の焼 き方が 旨い とい って,お せ じに似 た言葉 をか

ければ,そ の人 の当番 の とき しば ら くはステ ーキの食事

になる.材 料 も残 り少 な くなれば,自 分 の献立 に必要 な

食料 を他 人の気づ かない場所 へそっと移 して保管 してお

く.食 卓の前 に座れ ば,お いしいみ そ汁 とご飯が さっと

目の前に出て くる生活 をしたい と思い ながら,4人 で の

食生活 で,他 人が おせ じで もおい しいと云って呉れ るこ

とに腐心 しなが ら食事 当番 に専心す る,そ して各人各様

の献 立を作 るよ うにな り,結 構バラエテ ィに富 んだ食事

を楽 しむ ことがで きたのである.

(筆者:西 尾 文彦 国立極地研究所雪 氷学 研究部門助

手)

設 備 紹 介

一低温実験室一

当研究所 の施 設整備 計画に基づ き,研 究棟地 下1階 に

低温実験 施設 が完成 し,4月1日 よ り稼 動 し て い る の

で,設 備 の概要 を紹 介す る.

1.低 温 実験室 の規模

低 温実 験室 は,-20℃ まで冷却 可能 な低温室2室,-

60℃ まで冷却 可能 な超低温室1室,-20℃ の貯 蔵室及 び

一10℃ の前室 計5室 か ら成 り,そ の大 きさ,温 度制御精

度,冷 却 時間 等は表 の とお りである,

設計条件

区 分 有 効 寸 法 精 度保持温度 冷却力A m岬 町1剛

低 温 室
　 　W　 DH
2,670x8,460x2,9α0 一20℃ 土1℃ 自然対流

常温より
3時 間以
内

低 温 室 2,995x8.295x2,900 〃 〃 強制対流 〃

超低温室 21670x2.295x2,蜘 一60°C 〃
自然対流
または強
制対流

〃'

貯 蔵 室 島195x6.飽5x2,㎜ 一20°C 〃 強制対流 〃

前 室 2.995×2.470x2.900 一10°C 〃 〃 〃

施設平面図

各室の冷却は,-20℃ までの低温室では 自然対流或い

は強制対流方式を と り,-60℃ の超低温室では 自然対流
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又は強制 対流方式のいずれ も可能に設計 されている.ま

た,超 低 温室 では小型エンジン等の始動試験 が可能な よ

うに,排 気 ガスの放出管 が施工 されている.

2.冷 却施設の概 要

冷却 方式は フロン22に よる直 接膨張 式 とし,-20℃ 以

上の各室 は一系統 に して,冷 凍 能力6,45JRT,出 力45

KWの 単 段圧縮用 多気筒冷凍 機1台 を使 用 し,-60℃ の

超低 温室 は冷凍能 力2.08JRT,出 力37KWの 二段圧縮

用 多気 筒冷凍機1台 を使用 して冷却す るよ う設計 してい

る.ま た,い ずれかの冷凍 機が故障を した際に,支 障を

きた さない よ う共通の ライ ンを設けてい る.な お,冷 凍

機の法 令屯数は合計で72.81tで あ る.

機械 室の大 きさは88㎡ であ り,前 述の冷凍 機の他,コ

ンデ ンサー(凝 縮能力190,000KcalfH),レ シーバー(内

容積1,850の.中 間冷却器(能 力9,960Kcal/H),液 分離

器(400φ ×1,245L),油 回収 器(318.5φxgOOL),計 装用

エ アー コンプレ ッサ ー(1.5KW),冷 却水 ポンプ(100

φ×7.5KW),等 の機器が 設置 されている.ま た,ド ラ

イエ リアーを兼ねた低温室天井上部には,低 圧 受 渡 器

(318φ ×1,200L),制 御バ ルブ.配 管等が収納 されてお

り,有 効な空間利用を考慮 した配置 とな っ て い る.一

方,振 動を発生す る機器にっ いては防振対策を施 し.他

室への振動伝達を防止 して いる.

監視室には操作監視盤を設置 し,各 室の温度設定,室

温記録,運 転状況等が指示 され るよ うになって いる.ま

た,機 械室に面す る壁 にはペ アーガラス(1,000x1,800

mm)が はめ込 まれてお り,冷 凍機の運転状態を一望で

きるよ うに なって いる.

低温実験室 は,各 室 とも天井 にユニ ットクーラーが取

り付けてあ り,低 温低圧の フロン22と 熱交換 して冷却 さ

れ る,温 度 の制御は温度調節計 によ り設定値 との偏差を

空気圧 に変換 して,ユ ニ ットクーラー内の冷媒循環量 を

コン トロールす る方式で行 っている.

冷却系統系統図

ユ ー ス

3.設 備 の特徴

この冷却施設 の特徴 として次の事項が挙げ られ る.

1.運 転操作が簡易な 自動運 転方式 を採用 して いる.

2.短 時 間で設定温度 まで冷却で きる.

3.温 度制御精度 を高め るため,冷 媒 ガスの流量 を コン

トロール弁 にて比例制御 している.

4,デ フ ロス トは省エネルギーを考慮 し,冷 凍機 のホ ッ

トガスを使用 している.

5.苛 酷な使用 条件に耐 え得 るよ うに,低 温低圧 側の機

器,配 管及 び弁類は全 て低 温材料 を使用 している.

6.震 度5以 上の地震 の際,全 装 置が停止 す る と 同時

に,高 圧側 の液 流出を防止 する安全装置が取 り付け ら

れてい る.

4.あ とがき

一20℃ の貯 蔵室 は これ まで供用 して きたプ レハブ式 の

もの より3倍 大 きくなったので,南 極 の試料 が充分保存

で きる ようになった,ま た,-60℃ の超低温室 が整備 さ

れたので,観 測用 機器,通 信機 器及 び小型 エンジ ン等の

作動 試験が能率 よ くで きるようにな った ことか ら,こ の

施設が極地研究の上に充分活用 され ることを願 うもので

ある.

(筆者:上 村 晃 寒地 工学 研究 部門客 員助 教

授,船 舶技術研究所 低温実 験室長)

国際会議報告

一南極条約特別会議と

第9回 南極条約協議会第2回 準備会議一

両会議 とも8月25日 か ら29日 の問,ロ ン ドンのチ ャー

チハ ウスで開催 され,我 が国か らは,駐 英 大使 館の門田

公使,若 狭 ・山本大使 館員,島 水産庁技官 及び筆者が出

席 した.両 会議が交互 に開催 され,各 国出席者 は両会 議

に通 して出席 していた.

イ,特 別会 議では,南 極条約加 盟国が条約9条2項 に

より,協 議会 議への参加 意志 を表 明 した場 合の承認手続

が決定 された,同 時にポーラン ドの協 議会 議への参加が

認め られた,

ロ,第2回 準備会議では,南 極海洋生物資源 問題が主

として議論 され た.国 際情勢 と資源開発の進 展 と に 伴

い,資 源 の管理体制を速急 に確立す る必要があ る との共

通認識 の下に,体 制を作 る際 の問題点が,か な り具体的

に検討 され,本 会議におけ る論議の準備が なされ た,

また,鉱 物資源問題の専門家会議のあ り方,気 象情報

の収集配 布手続 の改善WGの 設置が検討 され.仮 議題の

変更が行われた.本 会議は9月19日 か ら10月7日 まで,

ロン ドンで開催 され る予定であ る,

(筆者:星 合孝 男 国立極地研究所教授)
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南極観測 「今昔物語」

極 地 研 ニ ュ ー ス

シ リー ズ そ の4"生 物"

星 合 孝 男

昭和40年 の南極観測 再開を機 に.は じめて直接観測事

業 に従事す るよ うになった私に,南 極観測の往今を語 る

資格は ない.し か し.現 に極地研究所に席 を置 く以上,

資格が ない と涼 しい顔 をして いるわけには いかない.身

近 な話題 を例に,生 物研究の発展のあ とをた どってみ る

こ とにす る.た だ し,こ こでは触れない.し か も大切な

仕事が何人 もの研究者 によって,着 実に進め られて いる

ことを,あ らか じめ,申 しあげてお こう.

コウテイペ ンギ ン

西堀 さんの南極越冬記7月29日 の記事の中に,ブ リザ

ー ド明けの好天をね らって,ベ ンギンル ッカ リーを探 し

に行 きたい とい う くだ りがあ る.ま た,8月6日 の頃 に

も.唯 一言ではあ るが,再 び,ベ ンギンル ッカ リー探索

に触れた ところがあ る,あ のチ ェ リーガ ラー ド等のひ そ

みにな らって,第1次 越 冬の人達 は,南 極のシンボル.

コウテイペ ンギンのル ッカ リーを突止 め,彼 等 の生活 に

触れる ことに,ず い分関心 を寄せ ていた もの と推察 され

る.

事実,宗 谷 の接岸 点にも,ふ じの舷側 に も,沢 山の ア

デ リーペンギ ンに混 って,少 数ではあ るが,必 ず とい っ

て も良 い程 に,コ ウテイが現 われ,時 には,昭 和基地へ

もや って来 る.第4次 の夏 の観察 結 果 か ら,芳 賀 さん

は,恐 ら くプ リンスオ ラフ海岸の どこかにル ッカ リーが

あ るに相違ない と考 えた.こ の推定は,南 極資料11号 に

集録 されてい る南極 シンポ ジウムの要録の一部に,簡 単

に述べ られてい る.

コウテイのル ッカ リーが私の身の廻 りで話題になった

のは,第8次 越冬の時であ った.8月 中旬か ら9月 の初

めにかけて,海 氷ル ー トに よ り,オ ラフ海 岸沿いにマ ラ

ジ ョー ジナヤへ往復 した鳥居 さん らが,帰 途,あ けぼの

岬付近の氷山群の間で,紋 羽の コウテイを見かけた とい

うのであ る."き っと近 くにル ッカリーがある."と 力

説す る吉 田さんに刺激 され.そ の後2・3回,ヘ リコプ

ターに よる探 索が行われた.し か し,ま だル ッカリー発

見には至 っていな い.第19次 の夏期間には,オ ラフの露

岩の一つであ る竜宮岬の地学調査が見込 まれてい る.支

援のヘ リコプ ターが海岸線に沿 って往 復するであろ う.

乗 り合せた人達が,露 岩ばか りでな く..氷 山群に も目を

向けて下 さる事を希 ってい る.

しか し.第1次 隊以後の課題に対す る答えの一つは.

すでに与 えられてい る.第16次 越冬の10月1日,通 信 テ

ス トと空撮の予備調査 とをかねて,西 へ飛 んだセスナが,

か らめて岬の北で ル ッヵ リーを発見 したのが そ れ で あ

る.ひ なを含め て約7200羽 の群が,リ ーセル ・ラルセ ン

半 島の棚氷 と,円 丘氷山群 との聞 にいたのであ る,航 空

写 真によ り,群 の移動,分 散の概略が 明らか になった.

海氷 上をか らめ て岬 まで旅行す ることはかな り困難であ

る.航 空機 を加 えた,立 体観測の成果であ った.

換毛中のアデリーペ ンギンのひな

陸上植物

南極半島の一部に2種 類の顕花植物が分布す る以外,

南極大陸には,コ ケ,地 衣,藻 類な どの花の咲かない植

物が見 出され るだけだ とい うことは,今 では広 く知 られ

てい る事実であ る.少 し注意深 く東 ・商才 ングル島を歩

けば,コ ケの分布 と夏の水の分布 とに,何 か関係があ り

そ うだ とい うことに気付 く.西 堀越冬記に も,こ の事が

書かれてい る(52～53頁),

生物担当の隊員 として,は じめて越冬した第5次 の松

田 さんは この問題に取 組んだ.固 定 した研究室があ り,

研究に費す時間に も余裕の出て きた昨今 とは異 り,ま だ

まだ厳 しい生活環境 下にあ って,東 オ ングル島の コケ群

落を と り巻 く微気象の観 測を周年行 ったのであ る.北 東

か らの卓越 風の影響で南西斜 面にで きた吹 き溜 りの 傍

に,コ ケ群 落が形成 される ことを統 計的 に 示 し た.ま

た,南 西斜 面は 日当 りの良い コケに とって一等地 である

ことを も指 摘 した.更 に,吹 き溜 った雪 は,コ ケが冬の

寒気に直 接触れ ることか ら防いでい ることを,サ ー ミス

タ温度計に よる測温結果か ら明 らかに した.

各国の観 測隊員の数が増 し,観 光客が押 し寄せ,北 半

球の人間活動 の影響が白い大 陸にまで及 ぶ ようになった

1970年 代 にな って,南 極の 自然保 護が現実 の問題 とな る

と,そ のための基礎 研究 の出発点 として,こ の時 に明 ら

かに された事実が役立つ ことにな った.

第16次 の夏隣では,過 去の業績,逐 次充実 された基 地

の施設,そ れ らに裏付 け され て容易になった調査活動,

更に,ふ じの支援 とに支 え られて,1月 中旬か ら,南 ラ

ングボ ブデ,雪 鳥沢の生物調 査を集約的 に実 施 した.コ

ケ群落 と水 との関係 は,中 西 さん らの手 に よって,水 の

9一
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量の多寡 とコケの種類 ごとの分布様式.更 には.形 態の

変化を 明らかにす るまでに深 く進め られた.同 時に,第

9次 夏隊の柏谷 さんに よ り本格的 に開始され た地衣類の

研究 も,雪 鳥沢の調査及 びこれに引続 いての宗谷海岸の

露岩調査に よ り,分 類学的側面だけで な く生態学的な面

を も兼 ね備 えるよ うになった.

第3,4,7次 の夏隊 員 として参加 した福 島さん の活

躍 も忘 れることが できない,許 され た短か い時間に露岩

地帯 の湖沼 を駆 け巡 り,或 いは,砂 を集めて歩 いた.こ

の試料 から,湖 沼のけい藻 の分類 と地 理的分布 が論 じら

れ,土 壌藻類 ・菌類 ・細菌類の研究に手がつけられ た.

前者 は1970年 代 に至 って,飼 育に よる湖沼藻類 の生理的

な特性 の研究 にまで発展 しつつ あ り,後 者 の研究 も,分

類,分 布論から,更 に分 布に影 響を与 え るアデ リーペ ン

ギンや雷鳥,更 には私達 人間 との関係 を問題 にで きる段

階 を 目の前 にしてい る.

海 産底棲生物

三度,西 堀越 冬記に もどろ う.3月27日,昭 和基地 の

北方にあ る小島の浅瀬で,海 産動物の採集を した との記

録があ り,ウ ニ,ヒ トデ,ウ ミシ ダな どが写 し出 された

写真が添 えられて いる.誰 しも,厚 く白い氷 に 覆 わ れ

た,-1.9℃ の海の中に珍稀 な生物が住む ことを期待す

るのは当然であ る.し か し,残 念 なこと.に,こ れ らの動

物はすぺ て百科事典 にの って いた とい うのだ.西 堀 さん

は じめ第1次 の人達 の失望や思 うべ しで ある.失 望のあ

ま りだ と思 う.日 本の海岸 にいるのと同 じよ うな姿の ウ

ニや ヒ トデが,ど うして こんなに冷 たい海 に 住 め る の

か,そ して,ど んな暮 しを しているのか とは考 えなか っ

た ようで ある.

未知 の動物 の種類 を鑑定 するには,主 として形態的特

徴 の幾つ かを仔細 に検討 しなければ ならない.し かし,

見なれ た動物 の異 同を一 見判断す る ことは,あ る場合 に

は不可能 では ない.越 冬記の写 真 と採 集地 点 と か ら.

ウニは　Sterechhus　 neurnayeri　 で,ヒ トデはOd。nt-

aster　validus　だ と思われ る.ウ ミシ ダはわか らない.

これ らは南極沿岸 の主 として浅い海 に最 も普通 の種で,

南極大 陸縁に沿 って,ぐ るっ と住 んでいる.ウ ニの外観

は 日本の ウニとそっ くりであるだけでな く,味 もそ っ く

りであ る.旬 であ る春先10月 頃か ら夏へかけて,ワ ナに

かけて獲 った ウニをその まま食卓 に出せば,冷 凍 魚類 の

鮮度 も落ちた越 冬後半の こととて.好 評間違 いな しであ

る.形,味 だけではない,分 布の有様まである種 の 日本

の ウニに似てい る.小 さな個体が海 藻群落に多 く,大 き

な個体は砂礫 底に小石をば らまいた ように分 布 し て い

る.

生 ウニが出たついでに,最 後 に魚につ いて一言つけ加

え よう。今 までに昭和基地 で確認 された魚は10種 類であ

ス

麺
バ

、

、

.

ツ麓

再

.

キ

へ

/'1)ir、 、A
t't　 l

謬 ㌻べ

暴

、一

昭 和基地付近の浅海で とれ るウニと巻 貝

る.ト レマ トム ス属 の1種 類 が 浮 魚 で氷 の 下 を 泳 ぐ.

【'幻の 魚"と 呼 ば れ て い た の が これ の よ うで ,頭 に鱗 が

な い の で,ポ ウズ ハ ゲ ギ ス と名付 け られ た.他 の6種 類

の トレマ トム ス を含 む9種 類 は,大 ざ っぱ に底 魚 とい っ

て よい.こ の うち トレ マ トムス 以 外 の3種 は,コ チ や ギ

ン ポ に似 て い る か,独 特 な模 様 を も って い るの で す ぐわ

か る.

問 題 は,ト レマ トム ス 属 の 底 魚6種 で あ る.い ず れ も

ア イ ナ メの頭 を 一 回 り大 き くした よ うな 姿 を して い る.

そ こで,　 ttナン グル ダ ボ ハ ゼ"の 名 が 奉 られ た に 相 違 な

い.し か し,ハ ゼ で は な くス ズ キ 科 の 魚 で あ る.こ の6

種 の うち1種 は ひ れ に縞 模様 が あ るの で,比 較 的 区 別 し

易 い が,他 の5種 の 鑑 定 は 極 め て 困 難 で あ る.し た が っ

て,こ れ ら5～6種 の 魚 が 一 括 して,'`ダ ボ ハ ゼ"と 呼

ば れ て きた 可 能 性 が 強 い.し か し,基 地 の 周 辺 で 一 番 良

く釣 れ るの は,　Trernatomus　 bernacchiiシ ョウ ワギ ス

で あ っ て,'冴 ン グル ダ ボ ハぜ'の 大 部 分 は こ の種 で あ

っ た ろ う.
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し,ま だ断片的 で,定 性的 な域に止 っていることは事実

である.現 在,南 極の資源 問題,そ れ に関連 しての自然

保護 問題 が世 人の注 目を浴 びている,こ ういった,人 ク

サイ問題 の合理 的解 決の基礎 として,定 量的 な生物学的

資料 が要求 され る趨 勢にある.い か にして この要 請に応

え るかが.今 後 私達 に課 され た大間題で ある.

(筆者:国 立極地研究所教授)

'一 、 一'一 、..'■ ■、 一'一 、 一'一 、 一'一 、 一'..、 一'一 、 ■■'一 、 一'一 、 ■■'"、

電子計算機の共同利用について

極地研究所 の中型電 子計算機(HITACM-160)

は,昨 年12月 に導 入以来,外 部 の研究者 に も利用 してい

ただけるよ う準備 をすすめ てきました.4月 か らは試験

的 に一部 の外部 の研究者 に も利用 して いただ いて きまし

たが,9月1日 か らは全 面的 に共同利用 に致 します.こ

の共同利用開始に ともない,利 用者にはあ ら か じ め,

「電子計算機利用 申請書」を提出 していただ くことにな

りました.同 時に,既 設の小型電子計算機(HITAC

10皿),デ ィジタイザ ー,カ ーブ リー ダな どを利用 され

る方 にも,同 じ 「申請書」を提出 してい ただ きます.

「申請:書」,諸 機器の利用資格,利 用いただ く形態 な

どの詳細は,資 料系 ・デー タ解 析部門(電 話 ・内線511)

に問合せ下 さい.

、 一'一 、 一'▼ ■、 一'一 、 一'w、 一'一 、 一'■ ■、 一'一 、 一'■ ・、 一'一 、 ■■'一 、 一'.

職員の異動

8月1日 平沢威男助教授 超高層物理学研究部門の教

授に昇任

福西 浩助手 超高層物理学研究部門助教授

に昇任

大山佳邦助手 生理生態学研究部門助教授に

昇任

矢内桂三助手 非生物系資料部門助教授に昇

任

藤井良一 超高層物理学研究部門助手に採用

昭和49.3東 京大学理学部地球物理学科挙

,業

51.3東 京大学理学系大学院地球物理

学修士課程修了

52.7同 博士課程退学

専門分野:超 高層物理学

第18次 隊 月例報告

〈52年5月 ・6月 〉

■ ■ ●

5月 上旬の ブ リザー ドのためオングル海峡 の海氷 は更

に流出 したが.10日 以降開水面は凍結 した.中 旬か らは

連 日晴天に恵 まれ観測 設営 とも順 調であ る,第2回 内陸

旅行隊は無人観 測点A1の 再建 を終 了 し6月3日 昭和基

地 へ帰投 した.昭 和基地 では恒例 の ミッドウイン歩一祭

が6月20日 か ら22日 にかけて盛大 に行われ た.

観測報告

ロケッ ト:5月12日 にS-210JA29号 機及 び5月16

日9=S-310JA3号 機 の打 ち上 げ準備 に入 った が,人

工衛星GEOS及 びISISと の共同観測 を実施す るこ

とにな り.打 ち上げは7月 に延期 され待機中 であ る.

極光 ・夜 光(研 究):6月20日 か ら25日 にかけて.波

長5200・ オー ロラフ ォトメーター109時 間の連続観測 を

実 施 した,

地磁気(研 究):6月18日 よ り,日 仏共同VLF観 測

を開始 した.

無 人観測点Al点 の再建作業が5月26日 か ら開始 され

30日 に完成 し観測 を再 開した.ま た,ミ ニデーター収録

装 置(ア ンマン ド用)に よる観測を6月18日 昭和基地で

開始 した.

地 理:音 響測深儀 のテス トを6月 末に開始 したが,暖

機運 転をか な り必要 とす るため若干 の改造を行 う予定で

ある.ま た,7月 にはオ ングル諸島 の海底地形調査を開

始する予定で ある.

設 営報告

燃料消 費内訳 単位 旦

区 分
5月 6月

消費量 残 量 消費量 残 量

普 通 軽 油 15,796 303,185 15,165
1
288,020

灯 油
|6

・081|6⑤244i7㌧898

1路346

通信:全 般的に困難な状態 が続いているが,内 地 との

交信 においては不 能 目無 しであ る.一 方,み ずほ観 測拠

点及 び旅行隊 との交信が困難なため,毎 日3～5回 実施

している,モ ーソン基地 との通信は順 調に行 わ れ て い

る,ま た,6月28日 よ りデ ュモ ン ・デ ュル ビル基地 との

週1回 の通信 テス トを開始 した.

隊員の健康状態 も良好で,昭 和基地.み ずほ観 測拠点

でのその他 の観測,設 営 ともに順調 に経過 してい る.
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昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　 Station　 Monthly　 Clirnatological　 Data)

平 均 気 温(Mean　 temp.)　 (。C)

最 高 気 温(Max.　 temp.)　 (°C)

最 低 気 温(Min,　 temp,)　 (°C)

平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　 sea　 level)　 (mb)

平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　 pressure)　 (mb)

平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　 (%)

平 均 風 速(Mean　 wind　 speed)　 (m/s)

最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　 speed,　 10-min.　 men)　 (m/s)

瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)

平 均 雲 量(Mean　 sky　cover)　 (1/10)

快 晴 日 数(Number　 。f　clear　 days)

5月(May・)

一12 .1

一2 .9

一20 .5

991.1

L6

56

7.7

6月(Jun,)

-16 .0

一4 .8

一26 .4

993.0

1.3

66

7.0

28.8(5/5,NNE)30.3(6/1,NNE)

36.7(5/15,NNE)38.3(6/LNNE)

4.8

11

4.6

7
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1極地豆顧 簾 鷲 ものを辮 的には極地のブリザ覗1

{ブ リ ザ ー ド 一方,昭 和基地の よ うに大陸か ら少 し離れ た 場 所 で{
三 は,斜 面下降風に よるブ リザー ドに見舞われ ることは少,

≡ 北米雄 の激しい雪嵐のことをブリザード(bl'Zza「d)な く,顕 正の醐.よ る暴風で雪嵐になる。とが多く ≡
～ と呼 び,元 来,ア メリカの ヴァージニア州付近 で使 われ}
三 気温 が上昇す る.我 々は これ もブ リザー ドと 呼 ん で お ζ

南極で も暴 風を伴った雪嵐 を 三三 ていた言葉であ るらしい.

ミ ブ リザー ドと呼び,低 温 と風速 が強 く,視 程障害が特徴

き であ る.南 極の風は,大 陸 沿岸 に接近 する低気圧 による

ξ 風 と,大 陸の氷雪 の斜 面を吹きおろす斜 面下降風(ヵ タ

1[パ テイ ク風)の2つ に代表 される,斜 面下降風は.太 陽

$高 度が低 くな り夜にな ると,太 陽か らの 日射エ ネルギー

1瀬 少 して,雪 面齢 却 されるので,そ の上 にあ る空気

}も ひや されて重 くな り,綱 に沿 。て下eこ向。て流れだ

1す.こ の寒気の流れは,雪 面が冷却 されるほ ど 強 くな

iり 汰 陽の眩 い冬の鼎1に も。 とも強 くなる.ま た,

三 低気圧 が沿岸に接近 した場 合,こ れが 引金 となって突然

;強 風にな り.激 しい地 ふぶ きを伴った"寒 気の なだれ"

ミ とな る,大 陸沿岸 部でブ リザー ドに見舞 われ ると,突 然

ミ 強 風にな り,気 温 も下 降 して.と きには1メ ー トル先 も

;見 えぬほ どのひ どい地 ふぶ きになる.い ったん始 まると

11週 間近 くも続 くことがあ る.フ ランスの デュモ ン ・デ

1。 ル ピル鋤 では最畑 瀬 秒,。.一,ル の 記 録 が あ

り,多 くの場合は降雪を伴った雪嵐 とな り,昭 和 基地で

は 次のよ うに定義 して観測が続け られてい る.

ブ リザ ー ドは雪(降 雪又は飛雪)に よる視程障害を伴

う強風時の現象で,次 の3つ の条件 を満 す ものを言 う.

1)視 程が1㎞ 未満である こと.

2)風 速がIOm/S以 上であ ること.

3)1,2の 条件が,6時 間以上継 続 している こと.

ブ リザー ドは,低 温にっいで,南 極大陸における人間

活動 を阻害 してい る気象因子の一・つである.

参考 までに,観 測隊では次の ように ランクづ けている,

視程

A級100m以 下

B級 　　1km未 満

C級1㎞ 未満

風 速

25m/s以 上

15m/s以 上

10rn/s以 上

継続時 間

6時 間以上

12時 間以上

6時 間以上
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